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Where-市場 欧米豪（英・仏・独・伊・西・米・加・ 豪）及び台湾

Who-ターゲット
訪日旅行興味関心層
*ベジタリアン・ヴィーガンの受入対応にて、市場・ターゲットの間口を広げる

What-訴求対象
◼ 人吉球磨地域の歴史・文化・自然等の観光資源
◼ （一社）人吉球磨観光地域づくり協議会による、既存の観光モデルコース
◼ 人吉球磨地域の「地元の食材」や「郷土料理」を活かした食の多様性

Why-目的
ベジタリアン・ヴィーガン等食の多様性と観光をブラッシュアップし、
人吉球磨地域の観光地としての魅力向上させる

How-具体的手段

〇食の多様性対応力の向上
食の多様性をテーマに、食の禁忌や対応方法等、受入に関する知識を習得するセミナーを開催し、
受入環境の向上と対応店舗の拡大及び周知を図る。
本セミナーの講習内容については、ベジタリアン・ヴィーガンのほかハラールも対象とするが、対応店舗
の拡大及び周知はベジタリアン・ヴィーガンのみを対象とする。

〇観光モデルコースのブラッシュアップ
訪日外国人旅行者の中でベジタリアン・ヴィーガンの人口比率が高い国・地域である欧米豪及び
台湾の訪日外国人旅行者を主なターゲットとして、専門家によるターゲットユーザー目線からのアド
バイスや指南を行い、既存の観光モデルコースにおける観光地の見せ方や提供コンテンツの追加な
ど、人吉球磨地域の歴史・文化・自然等の観光資源を活かした観光モデルコースのブラッシュアップ
を行う。

〇通訳ガイドの育成
ブラッシュアップする観光モデルコースの造成意図やテーマ性、人吉球磨地域の歴史・文化・自然
等を理解して、観光コンテンツを英語で案内できるガイド育成のため、専門家を講師とし、ガイド向
けの研修を行う。

〇モニターツアーの実施
ブラッシュアップを行った観光モデルコースについて、モニターツアーを実施し、人吉球磨地域の歴史・
文化・自然等の観光資源や食の多様性対応店舗の魅力がターゲットに訴求するのか検証する。

〇効果検証及び今後の展開についての整理
本事業の効果検証を定量的かつ定性的に実施し、実証結果及び改善点等について整
理する。整理にあたっては、次年度以降の自地域・他地域への展開にあたって参考と
なるよう配慮すること。

1

業務の目的及び内容

１．事業全体の目的と与件整理

業務の目的

人吉球磨地域は、地産地消の食材・歴史・文化・自然・アクティビティなど豊富な観光資源を有しており、2019 年には約
180 万人の観光客が訪れる観光地であったが、2020年7 月の豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症の影響により、観
光客が激減している状況である。
現在、復興の途上であるが、持続可能な環境に配慮した観光地域を目指し、地産地消の食材を活用した食の多様性への
対応を軸に、人吉球磨地域の歴史・文化・自然等の観光資源を活かした観光地域づくりを進めているところである。
2020年に観光庁が発表した「飲食事業者等におけるベジタリアン・ヴィーガン対応ガイド」によると、世界におけるベジタリアン・
ヴィーガンの人口は、欧米諸国を中心に毎年約1%近くの増加傾向にあり、2018 年には約6.3 億人に達している。
今後の訪日外国人旅行者の受入本格化に向けて、ベジタリアン・ヴィーガンへの対応ニーズはますます高まってくるものと思われ、
旅行先での食事の選定が重要となることから、本事業では、ベジタリアン・ヴィーガン等の食の多様性対応を軸に、地域内の歴
史・文化・自然等の観光資源をターゲット市場の嗜好に合わせてブラッシュアップすることで、他地域との差別化を図りながら観
光地としての魅力向上を目指すとともに、モニターツアー等により、訪日外国人旅行者の受入体制等について検証する。

中心となるターゲット市場

欧米豪（英・仏・独・伊・西・米・加・ 豪）及び台湾
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事業実施のフロー

２．事業フロー

月 週
（１）

食の多様性
対応力の向上

（２）
観光モデルコースの
ブラッシュアップ

（３）
通訳ガイドの育成

（４）
モニターツアーの実施

（５）
効果検証及び

今後の展開についての整理

９月

前半 方針決定 方針決定 方針決定 方針決定 方針決定

後半

ブラッシュアップ
検討のための

専門家第１回招請
9月11日～16日

招請者募集

10月

前半
現地ガイドの募集

ガイドへの個別ヒアリング
招請者調整
事業者調整

後半
講師・開催場所決定
参加者募集開始

モニターツアーにあわせた
第２回招請

10月19日～21日

モニターツアーにあわせた
現地ガイド育成

10月19日～21日

現地実施
10月19日～21日

11月

前半
食の受入セミナー
第１回開催
11月17日

アンケートなどまとめ

後半
昨年度のツアー
ブラッシュアップ

12月

前半
リスト作成

レポートの提出

後半

令和5年
１月

前半
講師・開催場所決定
参加者募集開始

最終コース確定

１月10日：
ガイド基礎研修
１月11日、12日
ガイド実地研修

後半
食の受入セミナー
第２回開催
１月25日

令和5年
２月

前半
事業者などからの
フィードバック受付

効果検証
レポートのまとめ

後半

令和5年
３月

前半
最終報告

（3/10までに実施）

後半

個
別
対
応

磨
き
上
げ

ガ
イ
ド
へ
個
別
フ
ォ
ロ
ー
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

セミナーを実施する目的・目標

現状・課題を踏まえ、以下の目的・目標をさだめ、セミナーを設定、実施させていただきました。

目標（定性・定量） 実施内容

1 意識の統一

人吉球磨観光地域づくり協議会や、特に食の受入に関して現地を牽
引する、人吉市の宿泊施設であるあゆの里を中心とした現地事業者の
意識統一を行う。
現地の飲食店・宿泊施設のみならず、自治体やDMOも対象にした食
の受入の機運醸成を目的とする。

2 フードダイバーシティのハードルを低める

ベジタリアン・ヴィーガンへの受入体制を整えるためには多くのハードルをク
リアする必要があり、対応のためには多くの時間とお金の投資が必要であ
ると考えている事業者が多い。
実際には難しく考える必要はなく、少し食材や調味料を変えるだけで受
入対応は行うことができることを周知し、より多くの事業者・自治体にフー
ドダイバーシティの考え方を知って、実践する土台づくりとする。

3
先行する受入対応事業者の
ノウハウの吸収

セミナーでは、食の受入に関する座学だけではなく、実際にベジタリアン・
ヴィーガン・ハラルなどの受入対応を行っており、実際にビジネスとして成
功している先駆者を招いた、ベジタリアン・ヴィーガンメニューの試食会を
同時に行う。
直接お話を伺うことで、先行する方たちのノウハウを吸収し、これからの対
応に役立てる。

4 受入店舗の拡大
２回のセミナーを通じて、フードダイバーシティ社が運営するHappyCow
に登録する、ベジタリアン・ヴィーガンの受入店舗を拡大する。
具体的には、本事業を通じて、３店舗の新規登録をめざす。
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

第１回食の受入セミナー 概要

人吉球磨地域の飲食施設や宿泊施設、焼酎蔵元や味噌醤油蔵ほか食品メーカー等関係事業者、
自治体関係者などを対象に、第１回は現地にて以下のように開催いたしました。

◀チラシ表面

▲チラシ裏面

時間 テーマ 内容 講師

30分
多様な食文化・制限への対応
～ベジタリアン・アレルギーなど～

1. インバウンドの現状と食の制限

2. ハラールの基礎知識

3. アレルギー・グルテンフリーの基礎知識

4. べジタリアン・ヴィーガンの基礎知識

播太樹氏

90分

アフターコロナ
食のニーズはこう変わる！
～大成功者から学ぶ、
最初の一品の作り方～

• 食のダイバーシティ対応、最初の一歩

• お客様のリクエストの応え方

• 食の多様性が広がる背景

• 様々な地域で始まっている対応

• 料理実演（味噌煮込みうどん）

横山真也氏
青木裕典氏
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

第１回食の受入セミナー 参加者一覧

第１回では、以下の方たちにご参加いただきました。

No. 企業名 業種 参加者

1 あゆの里 旅館・ホテル 有村

2 あゆの里 旅館・ホテル マリア

3 季の杜 石庭 旅館・ホテル（温泉旅館） 川越 華奈子

4 ひまわり亭 飲食店/旅館・ホテル 本田 節

5 株式会社 親父のガンコとうふ 飲食店（豆腐屋） 牧野 耕丈

6 ひごラボ 飲食店（地域の食提供） 市川 他数名

7 ユノカフェ 飲食店（カフェレストラン） 桑原 やよい

8 彦六 飲食店 斉藤

9 林酒造 酒蔵（日本酒） 林 泰広

10 球磨焼酎酒造組合 酒造（焼酎造り） 中村 真子

11 栄立寺 お寺（精進料理提供） 村井 紘美

12 明導寺 お寺（精進料理提供） 藤岡 教顕

13 市房堂 甘酒・饅頭 小嶋 信雄

14 西山果樹園 生産者（果樹園） 西山 純香

15 球磨三日月農園 生産者（農園） 西本 美帆

16 合同会社 琇華 生産者（きくらげの生産・販売） 米谷 照香

17 合資会社緑屋本店 生産者（醤油・味噌・醸造元） 青木 一幸

18 球磨村森林組合 森林組合 免田 明澄

19 絵画保存修復アトリエDON 「絵画保存修復」と「精進料理」 大原 友貴子

20 シビレ株式会社 ダイバーシティ人材育成 金 哲

21 人吉市議会議員 行政 牛嶋

22 電通 現地代理店（飲食店への展開） 高橋 大

23 肥後銀行 人吉支店 銀行 松下

24 熊本市観光政策課国際観光プロモーション班 自治体 主査 石松 祐一

25 熊本市観光政策課国際観光プロモーション班 自治体 堀地 栞

26 （公社）熊本県観光連盟 海外誘致グループ 観光団体・DMO 橋本めぐみ

27 熊本県球磨地域振興局 観光団体・DMO 梅川 日出樹

28 熊本県球磨地域振興局 観光団体・DMO 霜出 豊和

29 熊本県球磨地域振興局 観光団体・DMO 五瀬 美幸

30 鹿児島県観光連盟 観光団体・DMO 秋元

31 (一社)錦まち観光協会 観光団体・DMO 平本 真子

31名参加
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３．各実施内容詳細

播氏のセミナーのまとめ

以下のような講義となった。

3. ハラルの基礎知識についてのパート
✓ イスラム教の戒律であるハラルという概念
✓ イスラム教の方が旅行の際に困ること、その必要な食の対応

4. アレルギー・グルテンフリーの基礎知識パート
✓ 食のアレルギーをもつ方にはどのような方がいるか
✓ そういった方たちを受け入れるためにはどのような取り組みが必要か
✓ 具体的にどのような代替品を用意すべきか

5. ベジタリアン・ヴィーガンの基礎知識パート
✓ アレルギーの他に、主義として食を制限するベジタリアン・ヴィーガンを紹介
✓ 増えつつある世界のベジタリアン・ヴィーガンの数とその背景
✓ ベジタリアン・ヴィーガンの種類
✓ 具体的にどのような食の受入が必要か

1. 事業者紹介とセミナーのコンテンツ紹介
✓ 播氏が運営する会社「フレンバシー」と、その提供するサービス「vegewel」を紹介
✓ セミナーでどのような話をするかのまとめ

2. インバウンドの動向についてのパート
✓ 2019年まで増加傾向であった訪日外国人と、これから先も増えるであろうインバウンドの現状
✓ このため必要な食の取組

（１）食の多様性対応力の向上
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３．各実施内容詳細

横山氏のセミナーのまとめ

以下のような講義となった。

3. 台湾における素食の背景や各国のベジタリアン・ヴィーガンの状況
✓ 台湾でのベジタリアン・ヴィーガンの概念である素食
✓ 台湾で素食が広がりつつある宗教的背景
✓ 世界各国でどのようなベジタリアン・ヴィーガンの受入が進んでいるか

4. 対応を進めている具体例のパート
✓ 日本で対応を進めている先駆者の紹介
✓ どのような具体的な方法で食の受入を進めているか
✓ 代替はどのように行っているか
✓ 実際に食べられたベジタリアン・ヴィーガンの反応はどうか
✓ 人吉球磨地域ではどのような受入が考えられるか

1. 事業者紹介とセミナーのコンテンツ紹介
✓ 横山氏が共同運営する会社「フードダイバーシティ」と、横山氏の経歴紹介
✓ セミナーで伝えたいことの概要のまとめ

2. 食の多様性が広がる背景
✓ １品だけ作れるようになってほしい味噌煮込みうどんの紹介
✓ 食の多様性が世界で広まる背景の紹介
✓ そんな世界の中で置かれる日本の位置
✓ 世界ではスタンダードになりつつある受入とそのための対応

（１）食の多様性対応力の向上
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

第１回食の受入セミナー 試食会の様子

以下の通り、当日の様子について掲載をさせていただきます。

◀ 大久手山本屋提供メニュー

①味噌煮込みうどん
ヴィーガン仕様（緑屋様の清流あわせ味噌利用）
米麦あわせの無添加で人吉の100年蔵のこだわりの味噌。

②きくらげあんかけの厚揚げ豆腐唐揚げ
きくらげ（三日月農園様）
厚揚げ豆腐（親父のガンコとうふ様）

③天ぷら
油も動物性のものは使わず、卵も不使用の天ぷら。
さつまいも（地元スーパーで購入）
カボチャ（地元スーパーで購入）
たもぎ（アスリー様のたもぎ茸）

④おでん
大根（地元スーパーで購入）
こんにゃく（地元スーパーで購入）

◀ 親父のガンコとうふ提供メニュー

がんもバーガー
照り焼きがんもどきをパテにしたもの。
ハンバーガーのお肉のパテを人吉球磨で作ったがんもどきに代替。
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

第２回食の受入セミナー 概要

現地開催を想定して準備をすすめてまいりましたが、当日の大雪の影響のため、急遽完全オンラインに
変更をしての開催となりました。

時間 テーマ 内容 講師

30分
人吉球磨地域のSDGs
-サステナブルの使い方売り方-

1. アフターコロナに必要なおもてなしとは

2. サステナブルツーリズムとは

3. 人吉球磨のサステナブルとは

4. お客様の声

横山真也氏

60分
人吉球磨地域における
フードダイバーシティの考え方

• 食材の選び方

• さまざまな料理を対応してみよう

• スタートラインに立つ

守護彰浩氏

和田海二氏

◀チラシ表面

▲チラシ裏面
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

第２回食の受入セミナー 申込者一覧

以下の申し込みがあり、ハイライトの方にオンライン参加いただきました。

No. 企業名 概要 参加者

1 合同会社 琇華 きくらげの生産・販売 米谷 照香

2 南薩摩観光 観光団体・DMO 村方 直己

3

あゆの里 旅館・ホテル

マリア

4 栗原料理長

5 球磨川くだり株式会社 観光事業者 藤山 和彦

6 ホテルサン人吉 旅館・ホテル 村田 優子

7 三日月食堂 昭和 レストラン 鈴木 創

8 城山観光株式会社 旅館・ホテル 栫 昭二 ｶｺｲ

9 (有)料理三味彦六 レストラン 斉藤 栄子

10
熊本県県南広域本部球磨地
域振興局

観光団体・DMO 五瀬 美幸

11 熊本県観光連盟 観光団体・DMO 町田 佳子

12 人吉温泉観光協会 観光団体・DMO 豊永 千鴻

13
肥後銀行人吉支店
副支店長

銀行 原

14 隠れ里ひとくまツーリズム 観光団体・DMO 本田 節

15 （公社）熊本県観光連盟 観光団体・DMO 中川 誠

16 (一社)錦まち観光協会 観光団体・DMO 平本 真子

13名 オンライン参加
*当日参加できなかった方を中心にセミナー実施後にフォローを行った
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３．各実施内容詳細

横山氏のセミナーのまとめ

以下のような講義となった。

3. 人吉球磨地域のサステナブル
✓ サステナブルツーリズムを推進することに必要なものは人吉球磨地域にすべてある
✓ 人吉球磨地域が取り組むリトリート、ウェルネスは欧米豪が求めるポストコロナの旅行に最適
✓ どのような旅行を今世界が求めているか
✓ 人吉球磨地域が推進する、風水、リトリートなどの概念は親和性が高い

4. 人吉球磨地域での取り組み案パート
✓ 実際の旅行会社や旅行者の声から人吉球磨地域が行っているサステナブルツーリズムを紹介
✓ ベジタリアン・ヴィーガンの対応をしている店舗が拡大していることを紹介
✓ 参加した方たちへの参加の呼びかけ

1. 説明の導入パート
✓ サステナブルという軸でも稼ぐこと、受入整備は難しくないことを説明
✓ どのような考え方をしてサステナブルを売っていくべきかという導入

2. サステナブルツーリズムに関する説明パート
✓ サステナブルな考え方とは何か
✓ サステナブルツーリズムとは何か
✓ 世界でサステナブルツーリズムが受け入れられつつある背景
✓ 地域でどのような形でサステナブルツーリズムを取り入れていくべきか

（１）食の多様性対応力の向上

11
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３．各実施内容詳細

守護氏・和田氏のセミナーのまとめ

以下のような講義となった。

3. 食材の選び方パート
✓ ベジタリアン・ヴィーガンの受入のために各メーカーからどのような食品が出ているか
✓ 最初に選ぶべき食材・調味料の紹介
✓ どのような食区材を具体的に気を付けるべきか
（動物性のエキス、油を使っていないカレー粉等に代替できるなど）

4. さまざまな料理への対応パート
✓ 前回セミナーの山本屋の味噌煮込みうどんの紹介
✓ 人吉球磨地域が行える様々なベジタリアン・ヴィーガン用の食材の紹介
✓ 具体的にどのような定食が人吉球磨地域で提供できるか
✓ また、どのような食材を使うことで、おいしいものが提供できるか

1. 自己紹介入パート
✓ 守護氏の自己紹介とこれまでの取組
✓ フードダイバーシティ社の紹介

2. 基本的なフードダイバーシティの考え方パート
✓ どのように考えるとフードダイバーシティを身近に考えられるか
✓ 違いよりも共通点を見ることで、対応がぐっと楽になるという紹介
✓ 食の受入に関する基礎情報と全体像
✓ フードダイバーシティは世界でどのように進んでいるか

（１）食の多様性対応力の向上

5. どのように始めればよいのかパート
✓ ベジタリアン・ヴィーガンにどのような対応をするのかポリシーを決める
✓ どのようなメディアに掲載するべきかを決める（複数可）
✓ 具体的なポリシーのサンプル
✓ 実際に掲載されている例の紹介
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

セミナーで行ったアンケートのまとめ

２回のセミナーではそれぞれアンケートを行い、以下のような回答を得た（一部抜粋）。

＜アンケートのまとめ＞
２回のアンケートを通じて、どちらも参加者の満足度やセミナー自体への評価は高い結果となった。
わかり易さ・進行のスピードなどについても、おおむね好意見が多かった。
特に、ベジタリアン・ヴィーガンの実食があった第１回目のセミナーにおいては、先駆者である山本屋のメニュー体
験し、自分事として考えられる機会を事業者に提供することができたのは大きく、自由回答でも言及が多かった。
一方で、実際にベジタリアン・ヴィーガンメニューの開発、サイト登録をするという段階では、興味は非常にあるもの
の、自力では難しいと考えている傾向もわかった。

＜分析＞
セミナーを通じた知識普及ののち、サイト登録については地域の事業者やDMOが代替で行うなどの仕組みづくり
を行うことで、参加者が感じている課題を解決することができると考える。

▼今後、食の多様性への取り組みについて、具体的なご要望があればぜひこちらでお聞かせください。

食材に対する情報提供（例えば、オーガニックや農薬不使用など）はどのくらい説明が必要なのか、具体的に教えてほしい。

ベジタリアン・ヴィーガン向けの食事メニューの提供について、人吉球磨地域でできるメニューのパターンも具体的に提示してもら
えると嬉しい。

地元産の野菜・果物の品揃えの拡大などを地域全体でやれるのかどうかなど、課題がまだまだ残っている。自治体も巻き込んで
対応を拡大してきたいと考えている。

第１回
回答

開発したメニューを披露する実践の場をもっと提供いただきたい。

ゼンカイミートさんの再開にあわせて、ハラルの取組についてももっと知りたい。

人数が読めないFITの誘致だと対応が難しいので、日時が確定して、まとめて対応が可能な団体客の方が受入側としてはあり
がたい。

人吉球磨地域の食材でできることがもっとあるはずなので、具体的なメニューの開発をどんどん進めていきたい。

第２回
回答

▼ベジタリアン・ヴィーガンを受入れる店舗の登録・紹介サイトに、「HappyCow」や、「vegewel」があります。
こうしたサイトへの登録について関心がありますか？

登録したい ７

できれば登録したい ３

どちらでもない ５

あまり登録したくない 0

登録したくない 0

登録したい １

できれば登録したい ４

どちらでもない ３

あまり登録したくない 0

登録したくない 0

第１回回答 第２回回答
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

セミナー実施後のフォロー

各事業者に対して、１件ずつメール及び電話で連絡を行い、特にHappyCowへの登録を促しました。
フォローでは、第２回のセミナーの開催方法の急な変更に対する謝罪、セミナーで活用した資料の展開
と不明点に関する質問回答、そして、本事業を通じて、HappyCowへの掲載をどのように感じているか、
掲載に至る不明点などはないかを個別に確認いたしました。
*HappyCowの登録に関しては、飲食店・生産者・宿泊事業者以外の業種の方々に対しては、周知
の協力という形でのご連絡としました。

No. 企業名 業種
電話による
事後フォロー

HappyCow
登録の意識

1 あゆの里 旅館・ホテル ー 既に掲載

２ 季の杜 石庭 旅館・ホテル（温泉旅館） 〇 前向きに検討

３ ひまわり亭 飲食店/旅館・ホテル ー 既に掲載

４ 株式会社 親父のガンコとうふ 飲食店（豆腐屋） 〇 既に掲載

５ ひごラボ 飲食店（地域の食提供） 〇 ー

６ ユノカフェ 飲食店（カフェレストラン） 〇 ー

７ 彦六 飲食店 〇 事業を通じて掲載

８ 林酒造 酒蔵（日本酒） 〇 ー

９ 球磨焼酎酒造組合 酒造（焼酎造り） 〇 ー

10 栄立寺 お寺（精進料理提供） 〇 前向きに検討

11 明導寺 お寺（精進料理提供） 〇 ー

12 市房堂 甘酒・饅頭 〇 将来的に検討

13 西山果樹園 生産者（果樹園） 〇 ー

14 球磨三日月農園 生産者（農園） 〇
前向きに検討

*英語がハードル

15 合同会社 琇華 生産者（きくらげの生産・販売） 〇 ー

16 合資会社緑屋本店 生産者（醤油・味噌・醸造元） 〇 ー

17 球磨村森林組合 森林組合 〇 ー

18 絵画保存修復アトリエDON 「絵画保存修復」と「精進料理」 〇 ー

19 シビレ株式会社 ダイバーシティ人材育成 〇 ー

20 人吉市議会議員 行政 〇 ー

21 電通 現地代理店（飲食店への展開） ー ー

22 肥後銀行 人吉支店 銀行 〇 ー

23 熊本市観光政策課国際観光プロモーション班 自治体 〇 ー

24 （公社）熊本県観光連盟 海外誘致グループ 観光団体・DMO 〇 ー

25 熊本県球磨地域振興局 観光団体・DMO 〇 ー

26 鹿児島県観光連盟 観光団体・DMO 〇 ー

27 (一社)錦まち観光協会 観光団体・DMO 〇 ー
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

HappyCow登録店舗の拡大と情報発信について

本事業を通じて、HappyCowに新たに掲載された事業者と、また食の受入を通じて発信された内容に
ついて、以下の通り掲載をさせていただきます。

▼HappyCow新規登録店舗

大和一酒造元

〒868-0083
熊本県人吉市下林町
2144

深野酒造

〒868-0026
熊本県人吉市合ノ原町
333

川上製茶

〒868-0093
熊本県球磨郡相良村川辺
212-15

この他、以下の２店舗の登録を準備中
林酒造（〒868-0621 熊本県球磨郡湯前町下城3092）
人吉の百年蔵 緑屋本店 紺屋町店（〒868-0621 熊本県球磨郡湯前町下城3092）
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３．各実施内容詳細

（１）食の多様性対応力の向上

▼HappyCow対応拡大店舗

彦六
日本料理・郷土料理
*メニュー開発などの詳細をアップデート
具体的な写真を追加し、どのようなメニューが食べられるかを
追記

〒868-0408
熊本県球磨郡あさぎり町免田東本町1497-13

繊月酒造
焼酎酒蔵
*メニュー開発などの詳細をアップデート
具体的な写真を追加し、どのようなお酒を頼めるかを追記

〒868-0052
熊本県人吉市新町１

イタリアンレストランBUONO BUONO
イタリアンレストラン
*メニュー開発などの詳細をアップデート
具体的な写真を追加し、どのようなメニューが食べられるかを
追記

〒868-0013
熊本県人吉市上薩摩瀬町874-１

いもたこなんきん
日本料理・郷土料理・居酒屋
*メニュー開発などの詳細をアップデート
具体的な写真を追加し、どのようなメニューが食べられるかを
追記
また、どのような食材を使っているかを追記

〒868-0003
熊本県人吉市紺屋町139

五木屋本舗 人吉店
豆腐販売
*メニュー開発などの詳細をアップデート
具体的な写真を追加し、どのようなメニューが食べられるかを
追記

〒868-0008
人吉市中青井町３

HappyCow新規登録店舗 ３店舗（このほか2店舗の登録を準備中）
HappyCow対応拡大店舗 ５店舗
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専門家のアサイン

アドベンチャーツーリズムにおける第一人者であるマイク・ハリスを、（２）観光モデルコースのブラッシュ
アップ（５）通訳ガイドの育成において、アサインしました。

マイク・ハリス

◼ キャニオンズ代表 KODO設立者

ニュージーランド出身。大学在学中に初めて来日し、卒業後、群馬県みなかみ町のアウトドア会
社に就職。勤務先会社内にキャニオニング部門を設立し、全国に先駆けて本格的なキャニオニ
ングツアーを開始。2004年に独立し、株式会社キャニオンズを設立。
アドベンチャーツーリズムの第一人者として、観光庁をはじめ全国各地の自治体でアドバイザーと
しての実績がある。
一般社団法人クールジャパン協議会特別顧問、環境省・観光庁アドバイザー。

３．各実施内容詳細

（２）観光モデルコースのブラッシュアップ

行程 主なブラッシュアップに向けた確認のポイント

全行程共通
• 食について事業者での対応状況
• 自転車での経路の確認
• 各アクティビティーの内容や外国人目線での魅力度

①
山江ルート

• 公園でのアクティビティ内容
• 白岳焼酎伝承館での試飲ができないが、その時の説明（お土産にす
る？）

• ひまわり亭ではどのような料理が出るのか？
食べるだけでなく料理体験やその他の体験の対応の可能性。

②
相良ルート（１）

• 人吉城ではどのような説明があるか？
• 外国人観光客としての見どころは？
• 川上製茶では何をするのか？
• 親父のガンコとうふはストーリー性があって面白い。
お店の人とはどの程度交流ができるのか。

• 自転車を使う場合、乗り捨てになるがそのオペレーションは問題ないか
• 自転車を使わない場合の交通手段は？

③
相良ルート（２）

• サラダ村での対応内容と事業者で提供できる内容について
• ルートを通じて「食」を感じるポイントがどこかが不明
• 日本遺産の文化財でもある人吉城、伊沢熊野座神社、雨宮神社を
つなぐストーリーを示すことができるかがポイント

• 自転車を使う場合、乗り捨てになるがそのオペレーションは問題ないか
• 自転車を使わない場合の交通手段は？

9月11日～16日において、本事業の専門家であるマイクハリス氏同行の元、ツアーコースの確認
とブラッシュアップポイントの確認を行うため、実際のコースについて見学を行い、事業者にもどのよ
うな対応が可能かをヒアリングを行いました。
（同行者：人吉球磨観光地域づくり協議会 有村様、ワヲジャパントラベル高木）
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３．各実施内容詳細

（２）観光モデルコースのブラッシュアップ

専門家によるブラッシュアップの内容

現地下見を経て、各行程の改善点の確認を行い、以下のような内容で修正を行いました。

モニターツアーのコースに反映

行程
主なブラッシュアップに向けた
確認のポイント（再掲）

確認・追加変更点

全行程共通

• 食について事業者での対応状況
• 自転車での経路の確認
• 各アクティビティーの内容や外国人目線
での魅力度

• 食については、本事業内(1)にて対応確認
• 自転車経路についても、安全性を確保し、細かなルート内移動導
線の修正を行いました。

• 各事業者での体験内容について、より具体的な内容を確認し、ター
ゲットとなる外国人により魅力的なものになるよう、内容の精査や体
験場所の指摘を行いました。

• 地域でもアピールを進めている「風水」の要素を各ツアーにも取り入れ、
いくつかのスポットで風水にまつわる体験の組み込みを行いました。
（詳細は以下）

①
山江ルート

• 公園でのアクティビティ内容
• 白岳焼酎伝承館での試飲ができないが、
その時の説明（お土産にする？）

• ひまわり亭ではどのような料理が出るの
か？
食べるだけでなく料理体験やその他の体
験の対応の可能性。

• 公園では、より魅力的になるようマインドフルネスの要素を追加。
• 白岳焼酎伝承館は、より魅力的になるよう、高橋酒造から深野酒
造への変更（より伝統的な様式を見学できるため）

• ひまわり亭の食事は魅力が十分にあることを確認。
その他追加項目として以下
• 青井阿蘇神社に立ち寄り、祈祷を受ける体験を追加しました。
• 高寺院に立ち寄り、地域社会におけるお寺の役割や風水についてお
話を伺うこととしました。

• 農家訪問を直売所訪問に変更しました。

②
相良ルート
（１）

• 人吉城ではどのような説明があるか？
• 外国人観光客としての見どころは？
• 川上製茶では何をするのか？
• 親父のガンコとうふはストーリー性があって
面白い。
お店の人とはどの程度交流ができるのか。

• 自転車を使う場合、乗り捨てになるがそ
のオペレーションは問題ないか

• 自転車を使わない場合の交通手段
は？

• 人吉城では、地域の歴史について話し、関連して風水にまつわるパ
ワースポットにも言及

• 十島菅原神社に立ち寄り、風水について話す機会を追加しました。
• 川上製茶では茶工場への立ち寄りを、茶畑の真ん中でお茶を飲む
ことに変更しました。

• 親父のガンコとうふへのルートを調整しました。親父のガンコとうふへの
ルートが修復中なので、旧河川敷ルートを使用することとしました

• 親父のガンコとうふでの昼食の計画（メニューと場所）を確定し、川
沿い散歩も追加しました。

• 自転車を使う場合、乗り捨てになるオペレーションは、往路と復路の
コースを造成し、往路でとどいた自転車を復路で利用することを長期
的には見据えるが、短期的には、乗ってきた方が、集合場所まで自
転車で戻るルートとして実施したり、要望があれば、トラックなどで自
転車を回収することを想定。

③
相良ルート
（２）
→

湯前ルート
に

• サラダ村での対応内容と事業者で提供
できる内容について

• ルートを通じて「食」を感じるポイントがど
こかが不明

• 日本遺産の文化財でもある人吉城、伊
沢熊野座神社、雨宮神社をつなぐス
トーリーを示すことができるかがポイント

• 自転車を使う場合、乗り捨てになるがそ
のオペレーションは問題ないか

• 自転車を使わない場合の交通手段
は？

• 相良ルート（１）と共通している場所が多く、立ち寄りスポットに関
しても「ウェルネス」の観点からさらに魅力的にする余地があったため、
全体的なルートを改善するため、湯前までのルートとして新しくルート
化しました

• それにあたって、訪問するのに適したスポットを選定しました。
• スポットに関しては、サステナブルの視点や、人吉球磨地域が推進す
る風水の視点などを盛り込み、よりターゲットに対して訴求力の高い
ものを目指しました

• 選定スポット：麓城跡、那須酒造、林酒造、大田家住宅、リバー
サイドサイクリングルート、妙見野自然の森展望公園
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３．各実施内容詳細

（３）モニターツアーの実施

モニターツアー概要

「（２）観光モデルコースのブラッシュアップ」で示した、アドバイザーとの下見を経て課題をとりまとめ、造
成したモデルコースについて、以下の日程でモニターツアーを実施しました。
人吉球磨地域の歴史・文化・自然等の観光資源や食の多様性対応店舗の魅力がターゲットに訴求
するのか検証しました。

項目 詳細

日程
10/19～10/21の３日間
*モニターツアーとしての条件を鑑み当初日程から変更して実施

ツアー行程
基本は造成したモデルコースを体験する行程として実施
（一部スポットについて、コース間で重複するスポットを省くなど、若干変更箇所はあり。）

ガイド 外国人アドバイザーでツアー造成でも主体的に意見を反映させたマイク・ハリス氏がガイドとして同行

参加者

日本在住で欧米豪及び台湾のベジタリアン・ヴィーガン4名
*一部ターゲット目線での検証が可能な日本人を含む（詳細後述）
実地研修１名
DMOの情報発信のため１名が自転車でツアー参加

同行者

九州運輸局 松原様、氏家様（18日のみ参加）
人吉球磨観光地域づくり協議会 河野様 吐合様 有村様 ゆうこ様
ガイド候補者 マリア様
株式会社IGLOO 大野（19日、20日参加）
ワヲジャパントラベル 高木

区分 名前 国籍 所属・職業 詳細 食事対応

モニター 柿元理栄 日本
TABITTO
Travel
Kagoshima

欧米豪向けのアドベンチャートラベルメインの旅行会
社代表。
ベジタリアン、ヴィーガンの顧客にも多数対応。
多くのベジタリアン、ヴィーガンの対応をする中で、ター
ゲットのニーズを深く理解している。

モニター 坂田アキ 台湾
株式会社
Arching

台湾出身、九州在住。
観光ガイド、中国語通訳として活躍しながら、日本
の観光についての情報を発信するブロガー

ベジタリア
ン

モニター 稲永ユィティン 台湾 中国語通訳
台湾出身、九州在住。
看護師歴があり、医療通訳、一般通訳でも対応し
ている。

ベジタリア
ン

モニター
ブロディ・ティース
フィールド

ニュージー
ランド

フリーランス
日本でのホテル勤務、ニュージーランドでのホテル経
営を経て、九州在住

ベジタリア
ン

ガイド候補 マリア ロシア

地域の宿泊施設「あゆの里」で勤務するロシア人ス
タッフ。
外国語対応も可能で、ガイドや情報発信にも柔軟
に対応している。

▼モニターツアー参加者一覧
日本在住で欧米豪及び台湾のベジタリアン・ヴィーガン４名が参加しました。
*一部ターゲット目線での検証が可能な日本人を含む
ガイド候補も１名参加し、ガイド育成の一環としてコース概要を学びました。
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３．各実施内容詳細

（３）モニターツアーの実施

モニターツアーの反応のまとめコースへの反映

モニターツアーで得られた参加者のコメントを基に、各コースのブラッシュアップを行いました。

■ 全体

• 自転車に不慣れな参加者は、自転車でふらつくなど安全性に不安があることが分かった
• 出発前の自転車での練習時間を長くし、安全性の確保に務める
• ツアー化の際には保険への加入などを必須とする

■ 山江ルート

• 各スポットでの説明や体験時間が短いと感じる参加者が多かった
実際のツアーでは若干訪問地点を減らし、その分、スポットの説明や事業者の説明の翻訳に時間を割
くことで、参加者の満足感を高める工夫を行う

• 夕食について、食事の準備をより手ごたえのあるものとして、体験としても満足感を高める
また、客層によって、準備から行うツアーと、準備はなしで食べるだけのツアーを分けるなどの工夫を行う

■ 相良ルート

• 茶畑については、日射が熱くまぶしいという意見があったので、日陰としてパラソルを増やすなどの工夫を
行う

• 風水関連のパワースポットではもう少しそのスポットを満喫したいという意見があったこともあり、よりそれぞ
れのスポットの滞在時間を増やす

■ 湯前ルート

• 体験したコースがフルコースではないので、あまり意見は出なかったが、妙見野自然の森展望公園には
参加者全員から感動したというポジティブな反応があった

• マインドフルネスの体験は、ロケーションと相まって非常に参加者からの評判も高かったため、マイク・ハリ
ス以外のガイドが対応しても参加者の体験として貴重なものにするため、ローカルガイドの育成も非常に
重要になる

• 一方、ロケーション的には体力のある人しか行けないと思うという意見があったが、ターゲットを絞ってツ
アーを展開することを念頭に置き、よりアクティブなツアーを求める方に特化したツアーとして提供する

• 最後の弁当のヴィーガン対応については、通常、車のサポートはないため、弁当の宅配できる事業者を
確保するか、レストランで食べる対応に修正を行い、ツアーを実施する
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３．各実施内容詳細

完成コースについて

【最終造成ルート】
前述の通り昨年度までに造成したルートの課題をあぶりだし、ブラッシュアップをすることで、前述の各種
事業を経て、以下のようなルートを最終的に造成いたしました。

① 山江ルート

日本酒の酒蔵、野菜直売所、ひまわり亭と地域に根付いた食をテーマにしつつ、歴史を感じるスポットも
組み込まれており、地域の魅力がバランスよく詰まっているルート。
（ツアー時間３～５時間想定）

（４）完成コース

訪問スポット 体験内容 事前の改善ポイント モニターツアーを踏まえた改善
体験
時間

移動

1
球磨川くだり
人吉発船場

行程や注意の
説明

時間までに集合してもらう 10分

2
青井阿蘇神社
禊橋

散策・祈祷体
験・写真撮影

単なる散策だけではなく、神社での祈祷
を受ける体験を追加し、よりターゲットに
魅力を感じさせることとしました。

祈祷については非常に満足度が高かっ
たため、継続を確認。

15分 15分

3 高寺院
散策・宝物庫見
学・写真撮影

住職から実際にお話を聞ける場所として、
山田大王神社から、場所を変更し、高
寺院への立ち寄りを追加しました。現地
の方との語らいの場所があることで、より
ツアーとしての満足度を向上させました。

住職からの直接の説明があるかないか
で満足度が大きく変わることを確認。
住職のいる時間帯でのツアー調整を行
うことを確認。また、話す内容も、地域
の歴史と風水に触れる形で修正。

20分 25分

4 丸岡公園 散策・写真撮影

単なる散策ではなく、マインドフルネスを
追加。ヴィーガンの層に興味関心が高い
体験を入れ込み、ツアーの満足度向上
を図りました。

見どころではあるが、手間の坂道が参
加者によっては体力的にハード。地域
のヴィーガンスイーツでもある栗のお菓
子と飲み物の休憩を長くしました。

15分 20分

5 深野酒造 見学・体験

元ルートでは、高橋酒造の「白岳伝承
館」などの見学でルート化していたが、よ
り伝統的な方法での醸造を間近で見学
できる深野酒造に場所を変更し、ター
ゲットにアピールできるようにしました。

酒蔵社長からの説明と合わせての試
飲の時間がとても反応が高かった。その
ため、現地の方のふれあいをより多く入
れるように依頼し、また説明のポイント
についても、ポイントをお伝えしました。

30分 20分

野菜直販売場
地元野菜の解
説、購入体験

地元食材で、ヴィーガンにもアピールでき
る野菜について間近で手に取って、ガイ
ドから解説を受けられる直売所への立ち
寄りを追加しました。食材はその後の料
理体験にも活用します。

時間によっては、既に売り切れているこ
となどもあり、その場合は見どころが少
なかったため、写真などで、写真の並ん
でいる様子を見せることとして対応する
こととしました。

15分 15分

7 ひまわり亭 見学・食事体験
現地の確認を行い、ローカルの食材を活
用し、ヴィーガンの料理を作る体験を付
け加えました。

食事体験に加えて、責任者本田節さ
んの食に向かう姿勢やこれまでのご経
験のお話は外国人にとっても、魅力と
わかった。パネル活用のお話時間を確
保するようお願いしました。

30分 15分

8 人吉発船場 終了
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② 相良ルート

食としては、お茶と豆腐にフォーカスを当てつつ、歴史を感じられるスポットを巡り、地域についても理解を深
められるルート。（ツアー時間４時間想定）
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３．各実施内容詳細

（４）完成コース

訪問スポット 体験内容 事前の改善ポイント モニターツアーを踏まえた改善
体験
時間

移動

1
球磨川くだり人
吉発船場

スタート（行程
の説明やツアー
に当たっての注
意の説明

時間までに集合してもらう 0分 5分

2 三日月城 散策・写真撮影

相良藩の家老を勤めた新宮家の屋敷
跡。
人吉の各スポットをつないだ時に交点と
なる風水のパワースポットであることを伝
え、ヴィーガン興味層にも反応の高い風
水の要素を説明し、マインドフルネスも体
験。

眺めがよく、サイクリングコース全体につ
いての確認もできるため、時間をゆっく
りと使い、お客様にもコースを回る実感
を持ってもらう。
風水は、言葉だけでは伝わりにくいので、
スポとを示した地図なども活用し、説明
することとしました。

15分 45分

3 宮崎製茶
茶畑見学、お茶
体験

知られていないが歴史の長い地域の茶
づくりの歴史のお話を茶畑の真ん中で聞
きながら、実際にお茶を飲み比べたり、
お茶のスイーツを満喫できる。

お茶の飲み比べに加えて、お茶を使っ
たスイーツなどの体験自体は満足度が
高かったため、基本はブラッシュアップ内
容を継続。ただし、オーナー夫妻の対
応が人気だと分かったので、可能な限
りご本人対応をお願いした。また、日
差しが強いなどの意見に対して、パラソ
ル設置も必須対応をお願い。

60分 40分

4 平川阿蘇神社 散策・写真撮影

「神社由緒には阿蘇大神の御嫡孫が
御降誕の際に、産湯を沸かす平竃（ひ
らかまど）を祀り平竃明神と称えた」とい
う由緒があり、神殿の両側に樹齢800
年を超えるという素晴らしい杉の巨木が
立っているパワースポット。

神社の説明だけだと、外国のお客様に
は満足度が少し低いことが分かった。
そのため、周辺の神社に関する一般的
な事象についての解説も併せて実施
することを基本事項として設定しました。

20分 20分

5
親父のガンコと
うふ

工房見学・体験

国産大豆にこだわるほか、現在15年連
続で水質日本一に輝く「川辺川」のほと
りで1ヶ月かけて自家井戸を掘るなど、
質の高い製品で人気を博す豆腐やさん。
豆腐やおからを使ったベジタリアンバー
ガーなどの特性弁当を河原沿いで食べ
るランチ体験ができる

河原でのヴィーガン料理については、味
もロケーションもよいということで反応は
良かったため、基本的には踏襲しつつ、
参加者からの反応があった、豆腐工場
見学や現地でしか味わえない豆腐の
食べ比べもヴィーガン対象者に実施す
るよう設定しました。

総時間：265分
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③ 湯前ルート（新規造成）

ワンデールートとして、長距離ライドを楽しみながら、地域に点在する歴史や自然を満喫できる自転車中
級者以上におススメのルート。ルート中には、制限にも配慮した形で地域の食を楽しめるスポットや内容を
盛り込んだ。

訪問ス
ポット

体験内容 詳細・見どころ モニターツアーを踏まえた改善
体験
時間

移動

1

球磨川く
だり
人吉発
船場

スタート(行
程の説明
や諸注意)

9:00集合

スタート時には、特に乗り始めの乗
り方のレクチャーをより詳しく行うこと。
希望者には、サドルに敷くクッション
を提供する。（個数限定）

0分 5分

2
三日月
城

散策・写
真撮影

風水都市人吉の中心。巨大な結界の中心でもある。初
代長頼が正治元年（１１９９）築城を始めた際「三
日月文様」のある石が出土し、相良家はそれを霊石とし
て崇めるようになったことから「三日月城」と呼ばれるように
なった。国指定史跡。

風水の説明とパワースポットの紹介
と地域の歴史への反応が良かったた
め、ツアーにも組み込み。

15分 45分

3
丸目蔵
人佐の
墓

散策・写
真撮影

錦町出身の江戸時代前期の剣豪・丸目蔵人佐（まる
めくらんどのすけ）の墓。丸目蔵人佐は、剣聖と仰がれ
た上泉伊勢守（かみいずみいせのかみ）に師事し、新
陰流を研鑽した後、後世「関西の天下一」と称された。

モニターツアーでは訪問できなかった
が、訪問地説明での反応も強くな
かったため、滞在時間を短縮。

60分 40分

4 麓城跡
散策・写
真撮影

麓城は、球磨郡あさぎり町の麓集落の南にそびえる標高
約270mの場所にある山城で別称、亀城とも言われる。
紅葉の見頃は11月中旬からで、本堂横から麓城址まで
遊歩道が設置されており、一帯にある約100本のモミジ
が一斉に色づき始める。

モニターツアーでは訪問できなかった
が、訪問地説明での反応も強くな
かったため、滞在時間を短縮。

20分 45分

5

妙見野
自然の
森展望
公園

散策・写
真撮影

水上村から人吉市（人吉球磨盆地）までが一望でき
る、スカイスポーツの発信基地。健康づくりにも活用でき
る遊歩道（1000階段）や子供が遊べる遊具、休憩
所（トイレ、炊飯所）などがあり、キャンプにも最適の場
所。

眺めも良く、マインドフルネスの体験
も大変好評だったため、ツアーにも
組み込んだうえ、滞在時間も伸ば
すこととした。
地域の食を楽しめるスポットや内容
を盛り込むため、モニターツアーでも
試食いただき好評だった「彦六」制
作のビーガン用弁当のランチを組み
入れた。

45分 30分

6
太田家
住宅

見学

江戸時代後期に建てられたと伝わる住宅。かつて人吉
藩では家作りの規制が厳しく、上級武士以外は小規模
な間取りしか許されなかった。その制限下で住宅の広さを
確保するために用いられた「二鉤」と呼ばれる鉤型の作り
が確認できる。日本遺産構成文化財

モニターツアーでは訪問できなかった
が、訪問地説明では、日本的な建
物に対しての反応が大変強く、ツ
アーに組み込み、滞在時間を長くと
ることとした。

30分 15分

7 林酒造
見学・体
験

国内で最も古い歴史と伝統を有しているとされる球磨焼
酎の中でも、一番歴史が古いと言われる。蔵元見学とと
もに、甕貯蔵を行う蔵の中で「マイブレンド焼酎づくり」の
体験ができる。ソムリエ経験を持つ杜氏にレクチャーを受
けながら、自分好みのブレンディングができる貴重な体験。

モニターツアーでは他の酒蔵とのかぶ
りが多く訪問を飛ばしたが、訪問地
説明では、伝統的な酒蔵見学がで
きるとして反応が大変強く、ツアーに
組み込み、滞在時間を長くとること
とした。

30分 70分

8
球磨川く
だり人吉
発船場

最終レク
チャー・終
了

15分

移動距離：68km

（４）完成コース

23

３．各実施内容詳細
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３．各実施内容詳細

（５）通訳ガイドの育成

通訳ガイドの育成研修 概要

以下の内容で研修を実施いたしました。

■ 研修の目標と概要

• 造成したツアーが地域で継続的に実施できる体制を作るため、現地でツアー対応ができるガイドを育成
する

• ３人のガイド候補生に対し、全３回の研修を実施する
• 理論と実践を織り交ぜて実施し、ツアー対応に必要な知識を包括的にまなぶことができるものとする

■ ガイドが理解すべき本事業造成ツアーの目指すゴール

• 北米、欧州、アジア、英語を話すアジアのお客様にとって魅力的である。（さらに韓国と台湾も見据え
る）

• 多様な食のニーズに対応できる
• 地域ブランドとのマッチングを行える

■ 研修で取り扱う項目

① ガイディングのための実践スキルと緊急対応
② お客様に対応するための心構えとツアー実施中のグループ管理
③ アドベンチャーツアー実施にあたっての安全性管理とリスク管理
④ 各訪問スポットでの通訳のポイント
⑤ サステイナブビリティーの視点の獲得

■ 日程

全体としては、以下の日程で実施した。

日程 内容 ポイント

10月19日～
10月21日

（モニターツアー参加）
※補足講義として一部研修
生のみ参加

✓ モニターツアー実施時に、一部行程をお客様と一緒に回って
反応を見ながらガイディングのポイントを学ぶ。

令和5年
1月10日

ガイド基礎研修
✓ ガイド理論についての座学研修と実地でのスポット確認を行
う。
基本的なガイドの心構えと基本スキルについての知識を学ぶ

令和5年
1月11日

ガイド実地研修①
✓ 学習した内容を実際にコースを走りながら確認を行う。
また、造成コースを走りながらのロールプレイを行う。

令和5年
1月12日

ガイド実地研修②
✓ 学習した内容を実際にコースを走りながら確認を行う。実地
研修①以外の造成コースを走りながらのロールプレイを行う。
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３．各実施内容詳細

（５）通訳ガイドの育成

通訳ガイドの育成研修 概要

以下の内容で研修を実施いたしました。

■ 研修生の選定

今後の現地対応を鑑み、地域在住でガイドの実施意向がある方のうち、以下を満たす方を選定

① 現地でのインバウンドの外国人対応に積極的であること
② ガイド対応に支障がないように、平日含めて比較的柔軟に対応できる就業形態であること。
③ 急なガイド依頼にも対応できる近隣に居住していること
④ 英語が堪能であること
⑤ クロスバイクの試乗に不自由なく、サイクリングツアーに耐えられる体力があること

■ 講師

アドバイザーでもあるKODOのマイク・ハリス氏を講師として、ガイドの育成を行った。

講師 マイク・ハリス

◼ キャニオンズ代表 KODO設立者

ニュージーランド出身。大学在学中に初めて来日し、卒業後、群馬県みなかみ町のアウトドア会
社に就職。勤務先会社内にキャニオニング部門を設立し、全国に先駆けて本格的なキャニオニ
ングツアーを開始。2004年に独立し、株式会社キャニオンズを設立。
アドベンチャーツーリズムの第一人者として、観光庁をはじめ全国各地の自治体でアドバイザーと
しての実績がある。
一般社団法人クールジャパン協議会特別顧問、環境省・観光庁アドバイザー。

ファシリテーター 高木健一

◼ ワヲジャパントラベル株式会社 共同代表取締役
◼ 全国通訳案内士（英語）／ 国内旅行業務取扱管理者

1981年生まれ 大阪府出身
京都大学文学部卒業、 英国イーストアングリア大学院修了

株式会社博報堂に新卒入社後、複数の企業での広告・マーケティング領域の業務に従事。イ
ンバウンド専門旅行会社のTrue Japan Tour株式会社に参画し、全国各地でインバウンド向
けコンテンツ造成・ツアー企画に加え、ガイド人材育成、情報発信に携わる。
その後、ワヲジャパントラベル株式会社を設立し、 各地でコンテンツ造成、ガイド人材育成に関
わると同時に、自身もインバウンド観光客向けのツアーやFAMツアーなどのガイディングに関わる。

■ 現地ガイド募集、ガイドへの個別ヒアリング

現地ガイドについては、DMOや関連団体に向けて、ガイド募集の呼びかけを行ったうえ、各団体の推薦に
より上記の素養を満たしそうな有望な候補を確認した。そのうえで、個別にヒアリングを行い、詳細について
確認を行った。ヒアリングにあたっては、これまでの経歴、語学力、現地ガイドの意向などを総合的に聞き
取りを行い、本事業参加の適性を確認した。
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３．各実施内容詳細

（５）通訳ガイドの育成

通訳ガイドの育成研修 概要

以下の内容で研修を実施いたしました。

■ 研修参加者

近隣在住で、英語やその他言語による外国人対応が可能で、今後も積極的にツアーのガイディングかか
わっていただけそうな方をガイド候補者として選定し、３名のガイドを育成。

名前 写真 国籍 所属・職業 詳細

マリア・
ニキーティナ

ロシア 地域の宿泊施設
「あゆの里」

⚫ 地域の宿泊施設「あゆの里」で勤務するロシ
ア人スタッフ。
英語、ロシア語、日本語を話し、既に一部の
お客様にはガイド対応するなど、ガイディングの
基礎的な素養は備えている。

⚫ また地域に在住で、勤務先の宿泊施設が地
域観光へも積極的に取り組んでいることからも、
今後の本事業での造成ツアーの対応に前向
きに参加してもらえることが見込まれたため、育
成ガイド候補として選定

金哲 中国 株式会社アイアイ
アイ代表
熊本県多良木町
地域おこし協力隊

⚫ 近隣在住で、英語、中国語、日本を話せる。
⚫ インバウンド向けの九州地方創生ルートの企
画や台湾地方創生企業誘致、アジア地方創
生交流会企画運営にもかかわっており、地域
観光への貢献にも前向きに取り組んでいるこ
とから、今後の本事業での造成ツアーの対応
に前向きに参加してもらえることが見込まれた
ため、育成ガイド候補として選定

Kye
Heung
cho

韓国 熊本県人吉市下
原田町瓜生田
216-4 在住

⚫ 近隣在住で、英語、韓国語、日本を話せる。
⚫ 地域での観光対応としてガイド対応に意欲も
あるため、育成ガイド候補として選定
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３．各実施内容詳細

（５）通訳ガイドの育成

ガイド座学研修

ガイドとして必要な基礎知識とコースを案内するために必要なスポット情報を効率的に学習しました。

日時：1/10(火)
場所：くまりば（人吉市まち・ひと・しごと総合交流館）

時間 概要 長さ 内容 講師

9:00- 導入 15分 • 自己紹介、トレーニングの概要説明
ワヲジャパントラベル
高木健一

9:15-
アドベンチャーガイドのための
基礎講座

90分

• アドベンチャーツアー、インバウンド観光を取り巻く環境
• ゲストがガイドに求めることを知る
• ふるまい方やコミュニケーションの仕方を学ぶ
• 安全管理の重要性、事故やけがの防ぎ方、起こった時の
対処法

マイクハリス氏休憩 15分

11:00-
ツアー訪問先の
ガイディングについての準備

45分

• 人吉を取り巻く環境について

• 集合から解散までの行程の確認

• 各訪問先での具体的なガイディングの流れ

• その他、ガイド実施対応に際しての運営上の諸注意

昼食 60分

12:45
ガイディングスポットでの
実地研修

180分

• 実際に自転車に乗ってスポットを訪れながらツアー催行時

の注意点を確認する。

• 事業者との顔合わせと共に、お客様を案内する流れの確

認や、トイレなどの施設設備についても確かめる

マイクハリス氏

ワヲジャパントラベル
高木健一

16:00
振り返りと講師からの
フィードバック

30分

(会議室に戻っての集合研修)

• ツアーの流れのおさらいをするとともに、実施後のフィード

バックセミナーの中で、参加者同士の気づきと、理解を深

める時間とする。

マイクハリス氏

▼ガイド座学研修のまとめ
プレゼンテーションにおいては、スライドと共に、講師のマイクさんのこれまでの経験などを踏まえて、口頭での説明を行い、以下の内
容を参加者に講義し、適宜質疑応答を交えて理解を深めてもらった

3. 背景知識として、ターゲットの市場についてや想定ターゲットごとのニーズの確認
✓ 年度別の来訪者の国ごとの数字や、国別の興味関心領域について説明を行い、今回のコンテンツに対するターゲット国の確認や、顧
客の国ごとの対応についての調整

4．今後のサイクリングツアーの価値についての確認
✓ 世界の旅行業界でのトレンドであるウェルネス対応と本事業で取り扱うサイクリングツアーとの親和性と、ターゲットに対する有望コンテンツ
であることの確認

5. 本事業の概要の確認
✓ 今回造成するコースのそれぞれのテーマやターゲット、注力スポットについて確認

7. ガイド研修の進め方の諸注意
✓ 各日程での対応内容やスポットについて確認
✓ どのような進め方で全体研修が進行するかを確認したうえ、事業に関連して自発的に希望者には対応するフォローアップについても説明
✓ 改めて講師のプロフィールについて説明

1. 人吉・球磨地域についての歴史・観光で押し出している魅力（風水などのテーマについて）
✓ 風水のそもそもの考え方と地域のスポット配置との関係性について

6. 本事業で求められるガイドの資質の説明
✓ ガイドに求められる資質について改めて確認し、各資質をどのように伸ばしていけるのかを講義したうえで、各自でワークショップ形式で意
見を出し合い、確認

2. 本事業の目的・背景知識
✓ 事業内で3名のガイドを育成することやコンテンツがターゲットとしている市場についての説明
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３．各実施内容詳細

（５）通訳ガイドの育成

ガイド実地研修

ガイドとして必要な基礎知識とコースを案内するために必要なスポット情報を、効率的に学習しました。

日時：1/11(水)、12（木）
場所：くまりば（人吉市まち・ひと・しごと総合交流館）

時間 概要 長さ 内容 講師

9:00- 集合・諸注意 30分 • 当日の流れの確認を行う
ワヲジャパントラベル
高木健一

9:30-
ガイディングスポットで
のロールプレイ研修
（前半）

180分

(実際のコースを移動しながらの実施)
• 基礎研修で学んだ内容について、実際のガイディングの中で確認を
行う。

• 参加者をガイド役とお客様役になって、各スポットのガイディングの練
習を行う。

マイクハリス氏12:30 昼食 60分

13:30
ガイディングスポットで
のロールプレイ研修
（後半）

180分

(実際のコースを移動しながらの実施)
• 基礎研修で学んだ内容について、実際のガイディングの中で確認を
行う。

• 参加者をガイド役とお客様役になって、各スポットのガイディングの練
習を行う。

16:30 振り返り 30分

(会議室に戻っての集合研修)
• ガイディング全体の流れのおさらいをする.
• 講師からのフィードバックを元に、できていない点について気づきを得
る。

マイクハリス氏

ワヲジャパントラベル
高木健一

時間 概要 長さ 内容 講師

8:30-
集合
振り返りと講師からの
フィードバック

60分

• 実地研修①の対応について講師からフィードバックを行い、今日の
対応での改善を目指すポイントを簡単にレクチャー

• 緊急対応について再確認
• 当日の流れの確認を行う

ワヲジャパントラベル
高木健一

マイクハリス氏

9:30-
ガイディングスポットで
のロールプレイ研修
（前半）

180分

(実際のコースを移動しながらの実施)
• 基礎研修で学んだ内容について、実際のガイディングの中で確認を
行う。

• 参加者をガイド役とお客様役になって、各スポットのガイディングの練
習を行う。

マイクハリス氏12:30 昼食 90分 • 親父のがんことうふでのランチ

13:30
ガイディングスポットで
のロールプレイ研修
（後半）

150分

(実際のコースを移動しながらの実施)
• 基礎研修で学んだ内容について、実際のガイディングの中で確認を
行う。

• 参加者をガイド役とお客様役になって、各スポットのガイディングの練
習を行う。

16:00
振り返りと講師からの
フィードバック

30分

(会議室に戻っての集合研修)
• ガイディング全体のの流れのおさらいをするとともに、実施後のフィー
ドバックセミナーの中で、参加者同士の気づきの共有を行う。

• 講師からのフィードバックを元に、できていない点について気づきを得
る。
特に、ガイディング前に必要となる準備（ツールや地域理解、Bプラ
ンの事前準備、安全面の確保、保険加入など）をわかり易くゲスト
に伝えることががアドベンチャーツーリズムでは必須となるが、そこまで
気が回らない方が多かった。

マイクハリス氏

ワヲジャパントラベル
高木健一
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３．各実施内容詳細

（５）通訳ガイドの育成

ガイド研修 参加者アンケート結果

参加者に対してアンケートを行い、以下のようなフィードバックを得ました。

▼ 座学研修

【満足度】

【新しい知識や知見を得られたか】

▼ 実地研修

【満足度】

【新しい知識や知見を得られたか】

【興味深かった点や学んだこと】

【難しかった点やわからなかったところ】

• 良いツアーとは何かという視点を学ぶことができ

た

• 全てのことがとても興味深かった。安全管理の

大切さを学んだ。

• ガイド経験がないので少し不安だったが、かな

り具体的な内容だったのでイメージすることが

できた

• わからなかったところはないが、もっと学びたいと

思った

【興味深かった点や学んだこと】

【難しかった点やわからなかったところ】

• 風景からガイディングすることを学んだ。

• 阿蘇部分と霧島部分の別れ方、水質が良い

理由は石灰岩だということ。

• すべてが面白かったです。一番良かったのは3

日目の茶畑サイクリングで、あの辺りはリフレッ

シュできて良かった。

• 各コースちょっと長かったので、私自身あまり楽

しめなかった。

体力が持つか心配。

【アンケート結果からわかったこと】

• 講義内容は満足度、新たな知見という点からも評価が非常に高く、今後もガイド研修ではこのような内容で実

施すると、基礎的な知識を得ることができることが期待できる。

• 実地研修も評価が非常に高く、現地に行かないと得られない知識も多いということがわかった。

• 体力面での懸念は、ガイドの素質によるところもあるため、コースによって担当するガイドを分けるなど検討する。
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（６）情報発信・販売

情報発信

【VOYAPONでの情報発信】
IGLOOOが運営する欧米豪に特化した訪日メディア「VOYAPON」にて、造成したルートの１本を基に
した英語記事を掲載いたしました。（掲載開始日：2023年３月９日）

３．各実施内容詳細
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（６）情報発信・販売

３．各実施内容詳細
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（６）情報発信・販売

３．各実施内容詳細
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（６）情報発信・販売

ADARA広告の実施

アメリカ・イギリス・オーストラリア人で訪日予定者・検討者＝訪日旅行を1年以内に検討や予約した
ユーザー（フライトやホテルの予約・検索データを抽出）で、かつTVS400以上のエリートクラスのハイエ
ンドトラベラーデータを中心に、広告配信を行いました。
上記のような旅行者にはベジタリアン・ヴィーガンも数多く含まれるため、本事業のターゲットとしても適当
となります。
ランディング先先はVOYAPONの記事としました。

３．各実施内容詳細

▼ADARA広告配信結果
2023年３月９日・10日の２日間で広告配信を行った

▲クリエイティブ例

インプレッション クリック数 クリック率

453,210 454 0.1%
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（６）情報発信・販売

販売

【旅行会社での販売】
連携する「WAWO JAPAN TRAVEL」のツアー販売ページにて、本事業のツアーを掲載、販売開始い
たしました。（2023年３月６日より販売開始）

３．各実施内容詳細

① Hitoyoshi Mindfulness Cycling Tour

https://wawojapan.co.jp/en/tours/hitoyoshi_cycling3/

湯前ルートを基にしたツアーを販売開始。 ▼英語ページ
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（６）情報発信・販売

３．各実施内容詳細

②
Hitoyoshi Nature& Foodie

Cycling Tour

https://wawojapan.co.jp/en/tours/
hitoyoshi_cycling1/

山江ルートを基にしたツアーを販売開始。

▲英語ページ
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（６）情報発信・販売

３．各実施内容詳細

③ Hitoyoshi Healthy Cycling Tour ~ Visit Green tea & Tofu Restaurant~

https://wawojapan.co.jp/en/tours/hitoyoshi_cycling2/

相良ルートを基にしたツアーを販売開始。

▲英語ページ
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４．効果検証及び今後の展開についての整理

１）食の多様性対応店舗を拡大させる際の課題、改善点等の整理

◼ 豪雨災害後の復興を目指し「ウェルネス×サステナブル」をテーマに観光地域づくりを推進。
◼ 食においては様々な飲食店と宿泊施設が地産地消とヴィーガン対応のメニュー作りに取り組んできた。
◼ 九州でも特に自然由来の食材が豊富な地域である人吉球磨地域の大地の恵みをふんだんに使い、地産地消を
基本に推進。

◼ 地域の伝統焼酎である球磨焼酎でもヴィーガン対応も進めており、食事と一緒に楽しむことができる体制を整えて
きた。

• モニターツアー： モニターツアーでお呼びするベジタリアン・ヴィーガンの在日外国人に実際に開発
したメニューを試食してもらい、フィードバックコメントをメニューに反映させる

• セミナーの実施： 現地の飲食店・宿泊施設のみならず、自治体やDMOも対象にした食の受入
セミナーを実施することで、受入機運の醸成や意識の統一を促進するのみなら
ず、ベジタリアン・ヴィーガンのメニュー開発やHappyCowへの登録も促す

• 受入店舗拡大： セミナーのフォローなどにより、食の受入やHappyCowへの登録に対して興味
をもつ事業者に対しては、フードダイバーシティ社にご紹介することで、個別コン
サルを経由してHappyCow登録へつなげる。

① 人吉球磨地域の現状と課題

事業前の現状

■実践機会の少なさ
ターゲット市場（台湾・欧米豪）からの食の多様性受入のニーズがコロナ前の段階であることはわかっていたが、
ゴールデンルート以外の地域における旅行者はまだまだ絶対数が多いとは言えず、相対的にベジタリアン・ヴィーガ
ンメニューを提供する機会・ターゲットからのフィードバックをいただける機会が十分であるとは言えなかった。

■地域における意識の統一
上記の通り、ニーズ・実践経験が少ない中で、「稼げる観光」、サステナブルな地域の仕組みをもたらすことは難し
かった。実際にターゲット国の旅行者が増えていかないと、地域全体の意識も変わらない。
ポストコロナの訪日旅行において、少しずつでも着実に増えていく、人吉球磨地域を目指す訪日外国人に対して、
日本内でも率先してフードダイバーシティを進める地域としての情報発信を同時に行うことが重要となる。

■フードダイバーシティのハードル
ベジタリアン・ヴィーガンメニューの開発や、ニーズに合わせた対応への心理的なハードルを感じている事業者も多く、
受入対応店舗の拡充が十分に進んでいなかった。
「考え方を少し変える」ことで、受け入れ態勢は簡単に行えることを改めて本事業で伝え、より多くの事業者に受入
環境を整えてもらうことが肝要。

事業前の課題

② 今回の事業（昨年度までの取組を踏まえた）の目標、実施内容

目標

• 実践機会の創出： 事業を通じて、ベジタリアン・ヴィーガンの外国人ターゲットに対して開発メニュー
を試食していただく機会を与え、フィードバックを得る

• 意識の統一： 人吉球磨観光地域づくり協議会や、特に食の受入に関して現地を牽引する、
あゆの里を中心とした現地事業者の意識統一

• 受入店舗拡大： 世界最大のベジタリアン・ヴィーガンレストラン情報サイト、HappyCowに、新規
で店舗を３店舗以上掲載を目指す

実施内容
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４．効果検証及び今後の展開についての整理

１）食の多様性対応店舗を拡大させる際の課題、改善点等の整理

③ー１ 本事業の取組を通じた成果

◼ セミナーでは、ハラル・ベジタリアン・ヴィーガンに対応する味噌煮込みうどんの山本屋の青木氏をお呼びして、実践
店舗の生の声を抽出した。参加した事業者の具体的なイメージ形成及び、地域としての機運醸成に寄与すること
ができた。

◼ また、一部の事業者においては、フードダイバーシティ社による、地元食材を活用したアドバイス、人材育成などのコ
ンサルティングの基、HappyCowへの登録とベジタリアン・ヴィーガンメニューの開発も進んでいる。

◼ セミナーの実食において活用した食材は、すべて人吉球磨地域の地元スーパーで購入できるものであり、地元の食
材のみで十分食の受入が可能であるということも地元に周知することができた。

◼ また、モニターツアー・ガイド育成を通じて、ターゲットとなるベジタリアン・ヴィーガンの外国人の方々の生の声もお聞
きすることができ、具体的なフィードバックによる対応策を事業者に検討いただけた。
例として、夕食で出させる料理の品数が足りず、もう少し人吉球磨の地元野菜を食べたかったという声が聞かれた
り、食事の前に人吉球磨のどのような食材を使った料理なのかの説明が欲しいという意見が出たことから、食事の
提供の際にお店の方が直接説明をする機会に希望の食事量を聞いたり、食事メニューの内容について記載した資
料の作成し、お渡ししている事業者もいる。

◼ セミナーのなかでも、講師陣から、対応店舗拡大の取組の中で、SDGsと「稼ぐ」ということは両立することを示して
もらい、事業者としても取り組む意義があるということが周知することができた。
サステナブルとは、地域に恩恵をもたらすことが大前提となっているため、基本的な考え方を地域で共有できる機会
を得られたことは非常に大きな改善点となった。

◼ 今回造成したサイクリングツアーも、リトリート・ウェルネスといった要素を取り込んだなかで、ベジタリアン・ヴィーガンの
食を楽しめるものとなっており、実践機会を増やし、フィードバックの機会を得られ、お互いによい循環を与えられる
形になった。

◼ 改めて、人吉球磨地域の地産地消の考え方で、一部食材を変えるだけで、ベジタリアン・ヴィーガン対応ができると
いうことを改めて事業者に知っていただけた（ベーコンをきのこに変える、お肉をがんもどきに変える、出汁を植物性
にするなど）

③ー２ 本事業の取組を通じて残る課題

実践とフィードバックへの対応

◼ 本事業では、十分な実践機会を設けられたとはいいがたい。メニュー開発を進めている店舗も増えつつあるが、まだ
まだターゲットに対して実際の声を拾い、フィードバックに基づいた改善が行えていない。

◼ 次年度以降は、ターゲットの外国人FITを呼んだモニターツアーの数をふやし、提供方法などを改善する機会が必
要。
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４．効果検証及び今後の展開についての整理

１）食の多様性対応店舗を拡大させる際の課題、改善点等の整理

④ 今後、人吉球磨地域で取組むにあたってのポイント

既存店舗での需要

推進するための人材

◼ インバウンドの受入という視点で、現地既存店舗での受入への需要が現在はあまりない状況。
◼ 当該地域にまだ訪日観光客が少ない現状では、積極的に環境整備を行うことにはまだハードルが残る。
◼ 一方で、「あゆの里」を中心とした事業者が中心となって、これから確実に増えるであろうターゲットに対して、地域
全体の受け入れ態勢を整えようとする動きも活発化している。

◼ 具体的には、あゆの里がハブになって、フードダイバーシティ社および、外国人アドバイザーのマイク・ハリスとの連携を
深め、HappyCow登録店舗の拡大及び、ガイド育成に積極的に関わる体制を整えている。

◼ あゆの里では、外国人従業員であるマリアをガイドとして育て上げているなど、地域のロールモデルとして存在感を発
揮しており、追従する事業者にとってわかり易いメルクマークとなる。こういったメンバーを確保するためには、若い方が
実際に台湾や欧米各国を視察し、ベジタリアン・ヴィーガン需要の大きさをしっかり体感として知る機会を作ることが
重要である。あゆの里においても、若女将がかつて海外留学していた時の経験が大きな礎になっている。

◼ 上記の需要の部分と密接に関わる。あゆの里さん、親父のガンコとうふさんのように、若い方たちや、推進メンバーを
確保できる事業者だけではない。需要がまだまだ少ない段階で、インバウンド対応まで手が回らない地元事業者が
多いため、 フードダイバーシティ社による一部コンサルティングを踏まえながら、できるだけ労力をかけずに体制を整え
ていくことが肝要となる。

◼ セミナーであった通り、食の受入の入り口は難しく考える必要はなく、食材や調味料の一部を変えたりすることで十
分対応が可能であるということを知ることである。

⑤ 他地域展開のポイント

◆受入体制の参加ハードルを下げる

◼ 現在のメニューの食材や調理方法を変えるだけで、ベジタリアン・ヴィーガンの対応が可能であることを地域の事業
者に知っていただく。

◼ 本事業に置いては、セミナーにおいて、実際にベジタリアン・ヴィーガンの受入をしており、ビジネス的にも成功をして
いる山本屋の青木さんの実演を披露することで、実際に必要な食材の整理や調理のポイント、また、提供の仕方
に至るまで、その場で質問を投げかけることができたのは非常に有意義な機会となった。

◼ オンラインセミナーではなく、現地のセミナーを行うのであれば、実演は講演とセットで行うことが、より効果的と考える。

◆マーケットインの発想

◼ マーケットに対して必要とされるであろう要素を地元のDMOと事業者で協力しながら確認し、コンセプトの形で言
語化する作業が必要。

◼ 人吉球磨地域であれば、「ウェルネス×サステナブル」をテーマしたツーリズムを促進していることからも、サステナブル、
フードダイバーシティとの親和性も高い。
ターゲット市場の訪日外国人に対してニーズが高いであろう地域の特色や食など、現地の目線でしっかりとコンサル
ティングを進めていくことが重要となる。

◼ このため、外国人の発想は常に必要で、マイク・ハリスのような外国人アドバイザーと連携することも重要となる。

◆情報掲載

◼ HappyCowなどのメディアを活用して、受入対応が可能な店舗であることを外部に発信する。
◼ 当然ながら、安心して入れるレストランが多くある地域の方が、ベジタリアン・ヴィーガンの訪日外国人は足が向きや
すいということもあるため、できるだけ多くの店舗を対外的に発信していく必要がある。
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４．効果検証及び今後の展開についての整理

２）観光モデルコースの満足度、課題、改善点等の整理

◼ 昨年度までの取組で、コースの原型はできていたが、実際のターゲットの声が反映されておらず、かつ一部のルート
の安全性が担保できていないなどの問題点が残っていた。

◼ ルートのターゲットとして、ある程度体力のある方でないと、自転車での完走が難しいのではという意見もあり、もう
少しターゲットの間口を広げて、より多くのゲストが参加できるものにする必要があった。

① 人吉球磨地域の現状と課題

② 今回の事業（昨年度までの取組を踏まえた）の目標、実施内容

• コース内容の再整理：本事業で連携したWAWO JAPAN TRAVELで販売を開始するにあたって、旅行会社

目線での改善点やコースのハイライト、売り出しのポイントなどを整理し、実際の販売ペー

ジに掲載を行った。
• 満足度確認： モニターツアーやガイド研修においてはアンケート調査を実施し、訪問スポットや、走行コー

スでの魅力度と課題の把握を行い、魅力度の高かった内容については、実際の実施時で

も対応いただけるよう事業者へのアドバイスを行ったうえ、課題点については、解決できる

修正を行い、事業者に対してアドバイスを行う。

• 全体的な魅力： モニターからの反応を踏まえ、どのように情報発信をすれば一番興味を喚起できるかを想
定し、販売ページ上での記載文言などに反映を行う。

• コースの販売： 連携するWAWO JAPAN TRAVELのウェブサイトで、BtoB、BtoCどちらでも申し込み
が可能なコース販売ページを設定する。

③ 本事業の取組を通じた成果と残る課題

（WAWO JAPAN TRAVELでの先行販売）
◼ 本事業で連携したWAWO JAPAN TRAVELで販売を開始するにあたって、旅行会社目線での改善点

やコースのハイライト、売り出しのポイントなどを整理し、実際の販売ページに掲載を行った。

（マイク・ハリスの視点とモニター参加者の視点の反映）
◼ 本事業の外国人アドバイザーであるマイク・ハリスの視点から、改めて人吉球磨地域でモデルコースを設定

する意義や魅力についてとりまとめを行い、プロモーション記事の内容に反映した。
◼ モニターツアーに参加していただいたターゲットの方々の意見を反映し、ツアーの内容の見直しを行うことで

より魅力的なコースとなった。

（ガイドとの連携に課題）
◼ コースと密接に関わるのが、ガイドの確保。今回の事業で３名のローカルガイドを育成したが、アドベン

チャートラベルのガイドのスキルは必要とされるものが多い上に、地域の深い理解も必要となる。継続的に

育成を行うことが必要となる。
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４．効果検証及び今後の展開についての整理

２）観光モデルコースの満足度、課題、改善点等の整理

④ 今後、人吉球磨地域で取組むにあたってのポイント

体験コンテンツ・スポット

◼ アンケートなどから、コースに含まれているスポット（特に寺社仏閣）は、特別な体験が行えないとあまり魅力を感じ
ていただけない可能性が示唆されている。コースのストーリーを充実させることや、スポットの重要性、もしくはそこでど
のような体験ができるのかを含め、本事業で取りまとめた方向性をさらに進めて、改善を進めていくことが今後の誘
客につながる魅力的なツアースポット構成づくりには必要だと考えられる。

◼ 実際のツアー実施の際にも、アンケートなどで参加者からのフィードバックを確認しながら、継続的な磨き上げを行っ
ていくことが重要である。

安全性

◼ 造成したものはサイクリングコースが基本となり、安全性への配慮は重要な課題となるため、保険の加入などを含め、
実際に販売していくにあたってクリアすべき諸条件についても確認し、販売ページに反映させた。

◼ あとは、実際に販売が行われ、ツアーが催行されていくことによって、新たな課題が抽出され、解決に向けて対応行
う。

⑤ 他地域展開のポイント

◼ コース設定とそのブラッシュアップ、実際の販売によるゲストからのフィードバックでPDCAサイクルの構築を行うことが
肝要。コース設定においては、マイク・ハリスのようなATの専門家をアサインし、現地を実際に視察・自転車などで
走ってもらったうえで、どのような魅力をゲストに伝えることができるかを整理してもらう。

◼ コース設定においては、「地域独自の魅力」をどのように対外的に伝えるかを考える必要がある。人吉球磨地域の
場合は、「風水・祈りの浄化町」というキャッチフレーズが、サステナブルツーリズムとマッチしており、外国人に対しての
訴求力も高いため、展開がしやすい。

◼ 他地域においても、わかり易いキャッチフレーズ、その地域の独自性を伝える目線を持つことが必要である。
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４．効果検証及び今後の展開についての整理

３）通訳ガイドの育成手法、課題、改善点等の整理

◼ 地域において、ガイドのなり手不足が顕著な課題として挙げられる。
◼ 立ち寄りスポットの受け入れについては、昨年度の事業まででそれなりに関係性が構築されたものの、ゲストを単体
で受け入れるまではなっておらず、地域の人とゲストをつなぐガイドは早急に整備が必要。

① 人吉球磨地域の現状と課題

◼ 昨年度までの事業を通じて、まずはガイドに興味のある人の発掘を目標とした。
◼ 結果として、地域に住むネイティブが3名ガイドに興味があるとのことで、彼らに対しての研修を行った。
◼ ガイドとしての経験が全くなかったので、ふるまい方やガイディングの基礎的な研修から進めた。

② 今回の事業（昨年度までの取組を踏まえた）の目標、実施内容

◼ 上記の通り、ガイド経験のない3名に対して、実践的な研修を行うことで、ゲストを案内する時の心の持ち方や、ガ
イドとしての安全管理の重要性は体感してもらえた。
【安全管理の例】
・ 急停車時にも追突が起こらないよう、自転車間の距離は3～4メートル開けること
・ 後方の車両との接触を避けるために、交差点等でハンドサインを適切に使うこと
・ 走行や体力の面から気に掛ける必要がある参加者は先頭のガイドの次にポジションし、注意すること
など

◼ 一方で、ガイディングを実施する際に求められる質として、ガイディングの流暢さ、グループ全体を俯瞰してツアーを導
いていくリーダーシップなどは実際の業務対応でしか身に着けるのが難しい部分でもあり、まだ改善の余地がある。こ
れは経験していくことで徐々に良くなるもので、長期的な視点で育成していく必要がある。

③ 本事業の取組を通じた成果と残る課題

④ 今後、人吉球磨地域で取組むにあたってのポイント

◼ ローカルを感じてもらうルートが何よりの魅力で、地元の人とゲストをつなぐ役割がガイドであることを踏まえ、地元に
根付いた人をガイド育成するのが何よりのポイントとなる。

◼ サイクリングガイドとしては、電動ではあるものの、それなりの体力が求められるので、比較的年齢層の若い人たちに
対して、ガイドになることをアピールすると良い。

◼ 今回はネイティブ3名に対する研修だったが、ローカルな人に案内してほしいというニーズも考えられることからも、日
本人ガイドの育成ができると良い。

⑤ 他地域展開のポイント

◼ 本事業では、アドバイザーやガイド研修の参加者が既に地元になじんでいるのがポイントだった。現地事業者と有
効な関係性を持ったガイドを育成することは、魅力的なツアーを造成する何よりのポイントとなる。

◼ 他地域においても、可能であれば、現地に根差して、事業者とも親密な関係性を築いていたり、築ける環境にある
方をガイドとして育成するのが望ましい。一方で、現地で適切な方が見つからない場合には、研修などの機会を通
じて、十分に現地の関係事業者との関係性を作れるような対応を心掛けて、事業の設計をすることがよいと思わ
れる。



・事業名：

「食×観光」をテーマとした人吉球磨地域の観光資源ブラッシュアップ対応実証事業

事業報告書

・事業実施主体：

国土交通省九州運輸局観光部国際観光課

・事業委託先：

株式会社IGLOOO（イグルー ）


